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開学展示目録 函架番号（推定） 札 カード記号 備考
藏叟摘稾　五山板　　　　　　　　　　　　　　　一 阿五 - 九五 ○
論語集解　正平十九年　　　　　　　　　　　　　五 阿七 - 八四 正平十九年　論語集解 　五 ○
歴代帝王紹運圖　五山板　　　　　　　　　　　　一 阿五 - 九七 五山板　歴代帝王紹運圖　一 ○
景徳傳燈録　貞和五年書入本江月禪師舊藏　　　一五 阿七 - 八三 ○
平家物語　慶長　　　　　　　　　　　　　　　一二 阿九 - 一三四 慶長　平家物語　一二 ○
つれ  草　慶長板　　　　　　　　　　　　　　二 阿六 - 一二三 慶長板　つれ  草　二 ○
朱子語録類要　　　　　　　　　　　　　　　　　四 阿一一 - 一四八 朱子語録類要　　四 ( 特 )？
本朝文粹　寛永六年　　　　　　　　　　　　　　五 阿一一 - 一四六 寛永六年　本朝文粹  　五 ( 特 )？
沙〔ﾏﾏ〕法蓮華經　春日板　　　　　　　　　　　　 八 阿五 - 九二 春日板　妙法蓮華經　八 ○
李善注文選　延祐年間　　　　　　　　　　　　三〇 阿二 - 六一 ○
墨水畫塵　川端玉章　寫本　　　　　　　　　　　一 伊六 - 五七〇 川端玉章　墨水畫塵　　一 ○
文雅典寶　加藤櫻老　寫本　　　　　　　　　　　一 伊三 - 三三二 加藤櫻老　文雅典寶　　一 ( 特 )？
廣韻　宣徳十年　　　　　　　　　　　　　　　　五 阿三 - 六三 宣徳十年　廣韻　　　五　 ○
王狀元集百家注分類東坡詩　宋板　　　　　　　一〇 阿二 - 五三 宋板　王狀元集百家注分類東坡詩　一〇 ○
源氏物語　寫本黒塗函入　　　　　　　　　　　五四 宇一 - 九四三 無 字一四 - 九四三 *
烈公書簡　徳川齊昭　桐函入　　　　　　　　　　五 宇七 - 九六一 無
華嚴經隨疏演義鈔　正慶五年　　　　　　　　　　一 阿四 - 八一 正慶元年　華嚴經隨疏演義鈔　一 ○
文章達徳録　　　　　　　　　　　　　　　　　　五 阿一一 - 一四七 文章達徳録　　五 （特）？
つれ  艸　慶長　　　　　　　　　　　　　　　二 阿九 - 一三三 慶長　つれ  草　　二　 ○
證類本草序例　慶長十七年　　　　　　　　　　　一 阿六 - 一二一 慶長十七年　證類本草序例　一 ○
伊勢物語　繪入　慶長十三年　　　　　　　　　　二 阿五 - 一一七 ○
倭名類聚鈔　元和三年　　　　　　　　　　　　　五 阿一〇 - 一四一 （特）？
源氏小鏡　慶長十五年　　　　　　　　　　　　　一 阿六 - 一二五 慶長十五年　源氏小鏡  　　一 ○
帝鑑圖説　繪入　慶長十三年　　　　　　　　　　一 阿五 - 一一六 慶長十一年　帝鑑圖説「繪入」　六 ○
古文眞寶後集　　　　　　　　　　　　　　　　　二 阿六 - 一二四 古文眞寶後集　　二 ○
土佐存古録　奧宮曉峯　寫本　　　　　　　　　　三 阿一三 - 一八六 特？
科戸の風　内藤恥叟寫　寫本　　　　　　　　　　一 伊六 - 四二六 内藤恥叟寫　　科戸之風　　　一 ( 特 )？
孟子得原　山本學半　寫本　　　　　　　　　　　四 伊二 - 二五三 山本學半　　孟子得原　四 ○
大學問譯文　奧宮慥齋　寫本　　　　　　　　　　一 阿一三 - 一八五 ○
退食閑話　茅根伯陽寫　寫本　　　　　　　　　　一 伊五 - 四〇九 茅根伯陽寫　退食閑話　　一 特？
易注四種　荘司健齋　寫本　　　　　　　　　　一八 伊一 - 二一七 ○ 周易雜註 *
周選唐賢絶句補註　大槻盤溪　寫本　　　　　　　三 阿一三 - 一九〇 大槻盤溪　周選唐賢絶句補註　三 ○
聖學端的　奧宮慥齋　寫本　　　　　　　　　　　一 阿一三 - 一八四 奧宮慥齋　聖學端的　　一 ？
古文孫子正文　櫻田廸　寫本　　　　　　　　　　一 阿一四 - 二〇七 櫻田廸　古文孫子正文　一 無
西河折妄　猪飼敬所　寫本　　　　　　　　　　　三 伊二 - 二五五 豬飼敬所　西河折妄　　三 ○
三國通覧圖説　猪飼敬所　地圖五枚説明一冊　　　六 伊六 - 四三六 豬飼敬所書入　三國通覧圖説　　六 ( 特 )？
如蘭集　古賀洞庵寫本　　　　　　　　　　　　　八 阿一三 - 一九四 古賀洞庵　如蘭集　　八 ○
垂加翁神説　松宮俊仍寫　寫本　　　　　　　　　一 伊六 - 四二九 松宮俊仍寫　垂加翁神説　一 ( 特 )？
風土記四種　山城國、常陸國、肥前國、相摸國　河村秀根寫　寫本　四 伊五 - 四〇八 河村秀根寫　風土記四種　四　
「山城國一　常陸國一　肥前國一　相摸國一」　
無
論語説　高橋復齋　寫本　　　　　　　　　　　　二 伊一 - 二二八 高橋復齋　論語説　　　　　二 特？
隨齋文鈔　鹽田哦松　寫本　　　　　　　　　　　二 伊一 - 二一一 ○
律　狩谷掖齋校　　　　　　　　　　　　　　　　四 伊五 - 四一二 狩谷棭齋校　律　　四 ○
法苑珠林　至正年間　　　　　　　　　　　　　　一 阿三 - 七一 至正年間　法苑珠林　　　一　 ○
十門辨惑論　宋板一切經ノ内　紹興十八年　　　　二　 阿二 - 五二 紹興十八年　十門辨惑論　二　「宋板一切經ノ内」 ○
一切經音義　三聖寺本一切經ノ内　　崇寧二年　　一 阿二 - 五一 ○
聖財集　延徳四年　寫本　　　　　　　　　　　　三 阿一 - 一九 延徳四年　聖財集　三　「奥書曰五世法孫恵柱写」 ○
佩觽　　寫本　　　　　　　　　　　　　　　　　一 伊六 - 四三九 佩觽　　　　　　　　　※冊数記入なし ( 特 )？
竹とり　繪入、寫本箱入　　　　　　　　　　　　三 伊九 - 六一一 ○
六祖傳　天正九年　寫本　　　　　　　　　　　　一 阿一 - 二二 天正九年　正法山六祖傳　　一　 ○
ふんしやう　繪入　寫本　　　　　　　　　　　　三 伊六 - 六一七 無
雪峰空和尚外集　貞和三年　　　　　　　　　　　一 阿四 - 八二 貞和三年　雪峯空和尚外集　一 ○
盂蘭盆經疏新記　永正二年　　　　　　　　　　　一 阿五 - 九一 永正二年　盂蘭盆經疏新記　一 ○
碧巖録　妙心寺正眼菴刊　五山板　　　　　　　　五 阿五 - 九三 五山板　碧巖録　五「妙心寺正眼菴刊」  ○
唐賢三體詩　明應三年　　                     　　　　一 阿五 - 九〇 明應三年　唐賢三體詩　一 ○
癡絶禪師語類　應永廿一年　　　　　　　　　　　二 阿五 - 八八 應永二十一年　癡絶禪師語録　二 ○
碧巖録　美濃瑞龍寺刊　五山板　　　　　　　　　五　　 阿五 - 九四 五山板　碧巖録  五　「美濃瑞龍寺刊」 ○
藏乘法數　應永十七年　　　　　　　　　　　　　一 阿五 - 八七 應永十七年　藏乗法數　一 ○
唐賢三體詩　明應以前　　　　　　　　　　　　　三 阿五 - 九八 明應以前　唐賢三體詩　三 ○
枯崖和尚漫録　應永以前　　　　　　　　　　　　一 阿五 - 八九 應永以前　　枯崖和尚漫録　一 ○
詩稿四種　東門二、晩甘園詩稿三、晩甘園六、隨齋詩抄一六　　鹽田隨齋　　寫本
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二七
伊一 - 二一二 塩田隨齋　詩稿四種　二七　「東門詩草　二　晩
甘園詩稿　三　晩甘園詩抄　六　隨齋詩抄　一六」
？ 東門詩草 *
（同上） 伊一 - 二一三 （同上） （特）？ 晩甘園詩稾 *　（九冊）
（同上） 阿一四 - 二一〇 （同上） （特）？ 隨齋詩鈔 * 一六卷
毛儒乃囀り　草場佩川　寫本　　　　　　　　　　一 阿一三 - 一九二 草塲佩川　毛儒乃囀里　一 ？
群書雜抄　小谷雙松　寫本　　　　　　　　　　　三 阿一四 - 二〇二 小谷雙松　群書雑抄　　三 ？
桐陽集　高橋復齋　寫本　　　　　　　　　　　　六 伊一 - 二二五 特？
客中日乘　鹽田哦松寫　寫本　　　　　　　　　　一 伊一 - 二三七 塩田哦松寫　客中日乗　一 （特）？
哦松輕〔ﾏﾏ〕雜纂　鹽田哦松寫　寫本　　　　　  　  七 阿一四 - 二〇八 塩田哦松　哦松軒雑纂　七 ？
隨齋詩鈔　鹽田隨齋　寫本　　　　　　　　　　　三 伊一 - 二一一 ○
韶妙曹溪山六祖師擅經　鎌倉時代寫本　　　　　　二 阿一 - 二四 ○ 韶州曹溪山六祖師壇經 *
義擧録　小河一敏　寫本　貴重　　　　　　　　　一 伊五 - 三七七 小河一敏　義擧録　　一 特？
詩籟子日記　金山奉行　白石千別　　寫本　　　一一 伊一 - 二二〇 特？
琢華翁寫生 　淺野梅堂　　　寫本　　　　　　　一 伊六 - 五六五 淺野梅堂　琢華翁寫生 　　一 ○
眼福録　淺野梅堂　　　　　　　　　　　　　　　七 伊六 - 五五五 淺野梅堂　眼福録　七
「梅堂ハ内匠頭ノ裔安政年間皇居御造営奉行タリ」
？
和漢朗詠集　明應九年　　　　　　　　　　　　　一 阿一 - 三三 明應九年　和漢朗詠集　一 ○
詢蕘齋文鈔　藤堂高猷　寫本　　　　　　　　　　二 伊二 - 二三八 「津矦」藤堂高猷　詢蕘齋文鈔　二 ○
三鏡堂集　小諸侯　牧野康濟　　　寫本　　　　　八 伊二 - 二四七 「小諸矦」牧野康濟　三鏡堂集　八 （特）？
濱の御園記　土岐頼旨　　　　　　寫本　　　　　一 伊三 - 二九五 土岐頼旨　　濱の御園記　　一 ○
諭卒俚言　飯田侯　堀新寶　寫本　　　　　　　　一 伊一 - 二二一 （特）？ 菅原（堀）親寶撰 *
大三川志稿　宍戸侯徳川頼寬　　　寫本　　　　　二 伊四 - 三五五 ○
光臺集　野宮定基寫　寫本色紙　　　　　　　　　一 伊一一 - 二九七 野宮定基寫　　光臺集　　一 ○
源氏物かたり註　逍遥院實隆　寫本　　　　　　　一 阿一 - 三四 ○
論草　延慶八年　寫本　　　　　　　　　　　　　二 阿一 - 一五 ○
法自相事　貞和五年　　　寫本　　　　　　　　　一　 阿一 - 一六 貞和五年　法自相事　一　 ○
違三難答抄　應永十四年　寫本　　　　　　　　　一 阿一 - 一七 ○
百法問答鈔　應永廿九年　寫本　　　　　　　　　一 阿一 - 一八 ○
法華音義　永正九年　　　寫本　　　　　　　　　一 阿一 - 二〇 永正九年　法華音義　　一 ○
良將達徳鈔　古賀洞庵　寫本　　　　　　　　　一一 阿一三 - 一九六 古賀洞庵　良将達徳鈔  一一 ○
本朝麗藻　篠崎東海寫　　　　　　　　　　　　　一 伊一 - 二二三 ○
東北大学附属図書館和漢書貴重図書目録の刊行について（一）　―昭和11年版『和漢書別置本目録　未定稿』刊行とその周辺― 75
論語集註　山本北山書入　　　　　　　　　　　　　三 伊六 - 四三三 山本北山書入　論語集註　　三 ？※不分明
敎書草稿　權田直助　寫本　貴重　　　　　　　　　一　 伊三 - 二八六 權田直助　敎書草稿　一　「田中頼庸批評」 ( 特 )？
どヾいつ根元集　小寺玉晁　寫本　貴重　　　　　　一　　 伊四 - 三五四 ○
編年小史　深草元政書入　　　　　　　　　　　　　三 伊五 - 四一六 特○ 本朝篇年小史 *
連歌新式　遊行上人他阿尊通寫　寫本　責〔ﾏﾏ〕重　　 一 伊五 - 四二二 遊行上人他阿尊通寫　連歌新式　一 ○
懷日記（文化四年奥州遊歴の記）　谷文晁　寫本　貴重　一 伊四 - 三五三 ( 特 )？
草むすび　曲亭馬琴寫　寫本　貴重　　　　　　　　一 伊五 - 四一四 曲亭馬琴寫　草むすひ　　一 ○
新古今和歌　　祇園梶女寫　寫本　貴重　　　　　　一 伊五 - 四一三 祇園梶女寫　新古今和歌　　一 特？
大同類聚方　　　齋藤彦麿寫　　　　　　　　　　　一 伊五 - 四一八 齋藤彦麿寫　大同類聚方　　一 （特）？
長謌玉琴　六都部是香　　寫本　貴重　　　　　　　一 伊三 - 三〇四 （特）？
徴古究理説　鶴峯戊申　寫本　貴重　　　　　　　　二 伊三 - 二九三 鶴峯戊申　徴古究理説　　二 ？○
讀史記　村尾元融　寫本　貴重　　　　　　　　　　一 伊三 - 三〇六 村尾元融　讀史記　一 特？○
骨董録　安積艮齋　寫本　貴重　　　　　　　　　　一 阿一三 - 一八一 ○
養小録續編　羽倉簡堂　寫本　貴重　　　　　　　　一 伊二 - 二四二 （特）？
歌道之秘書　文明五年　寫本　貴重　　　　　　　　一 阿一 - 三二 文明五年　歌道之秘書　　一　 ○
和漢朗詠集私注　天文頃　寫本　　　　　　　　　　六 阿一 - 四〇 天文頃　和漢朗詠集私注  六 ○
雲妙間雨夜月　英譯付　曲亭馬琴　寫本　　　　　　二 伊九 - 三三四 曲亭馬琴　雲妙間雨夜月　一　　　　　　　　
「此書英譯　A Captive of Love　彼地ニ行ハル」
○
七草庵日記　梅之房教覺　寫本　　　　　　　　　　九 伊八 - 三二八 梅之房教覺　七艸庵日記　　九 （特）？
鵞群談　觀鵞百譚初編　細井廣澤　寫本　　　　　　一 伊六 - 五五一 ○
管城説郛　細井廣澤寫　寫　※「本」ﾅｼ   　　　　　一 伊六 - 五五四 細井廣澤寫　管城説郛　一 ○
字林長歌　細井廣澤　寫本　　　　　　　　　　　　五 伊一 - 二一四 細井廣澤　字林長歌　五　　　　　　　　　　
「巻一刊本アリ巻二以下刊行セス」　
無
諸所經緯度及方位里程　　　本多利明　寫本　　　　一 伊四 - 三六八 本多利明　諸所經緯度及方位里程　一 ○
オクタント用法記　本多利明　寫本　　　　　　　　三 伊四 - 三六七 ○
暦草二種　貞享暦　大和七曜暦　澁川春海　寫本　　二 伊四 - 三四七 澁川春海　暦草二種　二
「貞享暦　　一　大和七曜暦　一」
無 貞享暦 *
（同上） 伊四 - 三四八 （同上） ？ 大和七曜暦 *
北峰雜抄　山崎美成　寫本　　　　　　　　　　　　二 伊三 - 三〇七 山崎美成　　北峰雜抄　　二 （特）？
掌記　多紀桂山　寫本　　　　　　　　　　　　　　三 伊四 - 三六〇 （特）？
東園集　林東園　寫本　　　　　　　　　　　　　一一 伊二 - 二四三 林東園　東園集　一一 （特）？
五色類纂　村田了阿　寫本　　　　　　　　　　　　五　 伊一一 - 三〇五 ○
躑躅園隨筆　石原正明　寫本　　　　　　　　　　　一 伊三 - 二八二 ○
三外往生傳　狩谷掖齋校　寫本　　　　　　　　　　一 伊五 - 四一〇 狩谷棭齋校　三外往生傳　一 ○
拾遺往生傳　狩谷掖齋校　寫本　　　　　　　　　　三 伊五 - 四一一 狩谷棭齋校　拾遺往生傳　三 ○
出石事略　鹽田隨斎　寫本　　　　　　　　　　　　一 阿一四 - 二〇四 鹽田隨斎　　出石事略　　一 特？ 小谷薫撰 *
木蔭のしづく　鹽田隨斎　寫本　　　　　　　　　　一 阿一四 - 二〇三 鹽田隨斎　　木蔭のしづく　　一 ？ 小谷薫撰 *
荒政先後事宜議　鹽田隨斎　寫本　　　　　　　　　一 阿一四 - 二〇一 鹽田隨斎　　荒政先後事宜議　一 特？ 小谷薫撰 *
海防策　鹽田隨斎　寫本　　　　　　　　　　　　　一 阿一三 - 一九九 特？ 小谷薫（巣松）撰 *
三十一字集　佐藤硯湖　寫本　　　　　　　　　　　五 阿一三 - 一九八 （特）？
五節舞姫　齋藤彦麿寫　寫本　　　　　　　　　　　一 伊五 - 四一七 齋藤彦麿寫　五節舞姫　一 ○
巴陵詩文稿　藤堂巴陵　寫本　　　　　　　　　　　三 伊二 - 二三九 藤堂巴陵　巴陵詩文稿　三 （特）？
類抄　高橋復齋　寫本　　　　　　　　　　　　　　七 伊一 - 二二七 高橋復齋　類抄　　七 （特）？
詩草四種　漫遊詩草、龍山詩艸、小梅屋漫草、旅中稿　藤堂
龍山　寫本　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四
伊二 - 二四〇 藤堂龍山　詩草四種　一〔ﾏﾏ〕　「漫遊詩草　一　
　龍山詩草　一　小梅屋漫草　一　旅中稿　一」 
（特）？
外蕃通書　近藤正齋　寫本　　　　　　　　　　　一二 伊三 - 三四〇 近藤正齋　外蕃通書　　一二 ○
倭名類聚鈔　稻葉通邦書入　寫本　　　　　　　　　四 伊五 - 四〇四 （特）？ 伊五 - 四〇四は刊本
奧羽觀跡聞老志　佐久間洞巖　寫本　　　　　　　二〇 阿一四 - 二〇六 佐久間洞巖　　奧羽觀跡聞老志　二〇 ○
詩文稿艸　小谷雙松　寫本　　　　　　　　　　　一八 阿一四 - 二〇五 小谷雙松　詩文稿艸　　一八 （特）？
晩翠吟社詩卷　鹽田哦松寫　寫本　　　　　　　　三〇 阿一四 - 二〇九 塩田哦松寫　晩翠吟社詩卷　三〇 （特）？
經解稿艸　小谷雙松　寫本　　　　　　　　　　　　八 阿一三 - 二〇〇 小谷雙松　經觧稿艸　八 ○
西國立志編　中村敬宇　寫本　　　　　　　　　　　四 伊四 - 三五六 ○
西洋品行論　中村敬宇　寫本　　　　　　　　　　　七 伊四 - 三五八 ○
自由之理　中村敬宇　寫本　　　　　　　　　　　　六 伊四 - 三五七 ○
初祖三論　天正十八年　寫本　　　　　　　　　　　一 阿一 - 二三 天正十八年　初祖三論　　一　 ○
王陽明文録　森守命書入木版　　　　　　　　　　　四 伊五 - 四〇五 森守命書入　王陽明文録　四「守命會津人　　
此書陽明学者奧宮慥齋ノ旧蔵ニカヽル跋記アリ」
（特）？
元服次第考　新井白石　寫本　　　　　　　　　　　一 阿一三 - 一八二 ○
武家系圖　林鵞峯　寫本　　　　　　　　　　　　　一 伊一一 - 二四五 林鵞峯　　武家系圖　　　　　　　一 ○
觀瀾雜録　三宅觀　※「瀾」ﾅｼ　　　　　　　　　一〇 伊二 - 二四八 □□觀瀾　觀瀾雜録　　一〇　※□＝札破損に
よる欠落
○ 三宅緝明（觀瀾）撰 *
下學集　天文十年　寫本　　　　　　　　　　　　　一　 阿一 - 三六 天文十年　下學集　　一　 ○、
一回違四事　永正十八年　寫本　　　　　　　　　　一 阿一 - 二一 永正十八年　一 違四事　一　 ○
續文献通考　新井白石寫　寫本　　　　　　　　　　一 伊五 - 四〇一 新井白石寫　續文献通考　　一 ○？
釆覽異言　豬飼敬所書入　寫本　　　　　　　　　　一 伊六 - 四三五 豬飼敬所書入　釆覽異言　　一 （特）？
天學略名目鈔　豬飼敬所書入木版　　　　　　　　　一 伊六 - 四三七 豬飼敬所書入　天學略名目鈔　　一 （特）？
烽山日記　亀井昭陽　男鐵筆寫　寫本　　　　　　　二 阿一三 - 一九一 ○
古今究原　山本北山　寫本　　　　　　　　　　  二〔ﾏﾏ〕 伊二 - 二五一 ○
徂來〔ﾏﾏ〕集　荻生徂來〔ﾏﾏ〕　寫本　　　　　　　　     二 伊五 - 四二四 ○
對禮餘藻　古賀精里　寫本　　　　　　　　　　　　三 阿一三 - 一九三 ○
學半隨筆　山本學半　寫本　　　　　　　　　　　　一 伊二 - 二五二 山本學半　學半隨筆   一 （特）？
京房易傳解　山本北山　寫本　　　　　　　　　　　一 伊二 - 二五〇 （特）？
韓非子解詁　津田鳳卿　木版　　　　　　　　　　　九 伊五 - 四二五 ○
類聚國史第廿五　藤原時代寫本　壬生官務家舊藏箱入　一 阿八 - 二 ○
史記孝文本紀　延久五年　文章生大江家國寫　狩谷掖齋舊藏箱入　一 阿八 - 一 ○
山谷詩集注　足利時代　寫本　箱入　　　　　　　一〇 阿八 - 四一 無
徧無爲草稿　寫本　箱入　　　　　　　　　　　　　一 伊八 - 二九九 ○ 天躰靈魂圖説 * か
君臺觀左右帳記　永録〔ﾏﾏ〕二年　寫本　箱入　　　    一 阿八 - 三七 永祿二年　君臺觀左右帳記　　一 ○
聖徳太子傳暦　應仁二〔ﾏﾏ〕年　寫本　箱入　　　　    二 阿八 - 三 ○






阿六 - 一二〇 慶長十六年　阿毘達磨倶舎論頌釋疏　二八 札に朱の丸印あり
阿八 - 三一 正長二年　山谷刀筆　　五 札に朱の丸印あり
阿一一 - 一五三 寛永　象山先生全集　二〇 札に朱の丸印あり
伊三 - 二九六 丹羽桃麿　雜々集　四 札に朱の丸印あり
伊三 - 三〇一 松本弘蔭　松葉集　六
※鉛筆で「五　一冊缼　要調査」とあり
札に朱の丸印あり
伊五 - 三七二 松平忠朋　拙爺隨筆　一九　　 札に朱の丸印あり
伊四 - 三四四 多紀茞庭　診病奇侅　一 札に朱の丸印あり
伊四 - 三四六 司馬全交　言葉之塵　一 札に朱の丸印あり
岩本五一　燕石十種　八五　 札に朱の丸印あり







































































































































































































ついで 4 月には整理案ができ、館長から全員に説明された。其は謄写版で 4 頁の「狩野文庫整理案。昭
和八年四月二十日定」。内容は「（中略）貴重本及ビ特別本ノ取扱。一．貴重本ヲ普通本ニ繰入レテ分類
シ普通本ト共ニ通シ番号ヲ打ツコト。三．〔ﾏﾏ〕貴重本ヲ改選シテ別置スルコト。四．特別本ヲ設ケルコト」












































































































































「 2 種」とは、昭和11年 8 月刊、同年10月刊、10月刊はさらに 5 類に分かれる。 8 月刊目録を
矢島氏は第 1 種本と称し「第 1 種本は筆者の手許に 2 部あるだけで他には全くないはず。」と
記す。同氏の別の文章では「この 2 冊は私の訂正本と此を写した一本で、共に本館へ残してあ
る」 44とあるが、現在 8 月刊目録は附属図書館事務（表紙に「矢島」の印がある）で 1 冊、東北大学史料













矢島氏は10月刊の 5 種類を A 本～E 本と称する。B は A の特製本で「クロース厚表紙」、C
は D の「スフ表紙特製本」、これに相当すると思われる目録は黒い布の表紙のものである。「B、






















































5 　本学創立二十五周年本館公開関係（史料館所蔵　図書館 /46/ 2 ）に含まれる「展観会場設備費概算調」に
は　「展観題箋〔ﾏﾏ〕　　五〇〇枚」の記述があり、この展示の際にも改めて札を作製したものと思われる。











14　「大学図書館の三十年（二）」伊木武雄（『同心』 2 　東北大学附属図書館同心編集部　昭和24年 8 月）p 7
15　『国語研究法』時枝誠記　P72参照
16　「時枝先生の思い出」大岩正仲「連年の中古語研究で源氏物語を、（中略）岩波文庫でお読み下さつたのと
が印象に残つている。」（『国語と国文学』 東京大学国語国文学会 45－ 2   昭和43年 2 月　p123）
17　東京帝国大学　昭和15年 3 卒業
18　風巻景次郎全集　第 1 巻　桜楓社　昭和44年 6 月　所収
19　当時東京帝国大学副手
20　芥川龍之介全集　第十巻　岩波書店　1996年 8 月　p155-156（初出　『婦人公論』８－11　大正12年10月）
　芥川は大正 5 年 7 月東京帝国大学卒

















会年報』33－ 3 　 日本図書館情報学会　1987年 9 月）　参照。
32　『昭和八年十月　書目書志　展観目録』東北帝国大学附属図書館　が刊行されている。
33　帝国大学図書館協議会議事録原稿（第十次）図書館 /29/03/ 3 ・帝国大学図書館協議会議事録草案（第十
次）図書館 /29/03/ 4 ・帝国大学図書館協議会議事録（第十次）図書館 /29/03/ 5 　　史料館所蔵
34　帝国大学図書館協議会資料（第十次）史料館所蔵　 図書館 /29/03/ 1 　　この中には「第十次　帝国大学
図書館協議会　昭和八年九月末日　村岡典嗣」と書かれた茶封筒が含まれている。








39　「狩野文庫について－在館33年の思い出－」矢島玄亮　p 7  
40　「慶祝・けふ東北帝大創立廿五周年　　門外不出の貴重本四百点始めて公開　東北帝大図書館今明日開扉
壮観！和漢書稀観本展観」河北新報　　昭和11年10月17日　仙台市内版
41　『本学創立二十五周年本館公開関係』（史料館蔵　図書館 /46/ 2 ）の内
42　『本学創立二十五周年本館公開関係』（史料館蔵　図書館 /46/ 2 ）の内
43　『昭和六年八月　明治以前　刊本展観目録』東北帝国大学附属図書館　が刊行されている。
44　「狩野文庫について－在館33年の思い出－」矢島玄亮（『MAUL　宮城県大学図書舘協会会報』27　1966年）
p12
45　「狩野文庫について－在館33年の思い出－」矢島玄亮　p12
46　［和漢書別置本目録配布関係資料］　史料館所蔵　図書館 /25/ 4
47　「狩野文庫について－在館33年の思い出－」矢島玄亮　p12
48　「愚得録　（五）」p 5
49　「狩野文庫について－在館33年の思い出－」矢島玄亮　p 7
50　「狩野文庫について－在館33年の思い出－」矢島玄亮　p13－　なお、昭和18年狩野文庫第二期本受入が行
われている。
